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社会を明るくする運動は犯罪や非行のない安全で安心な地域社会を築こう

とする運動で、高野山中学校の生徒が高野山の事やあいさつなど、自分の思

いを標語にし、紀北伊都保護司会 高野分会が生徒 10 名の標語を選出しました。

選出された標語は高野山地区に掲示していますのでぜひご覧ください。

平成 28年度　社会を明るくする運動
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奥
之
院
に
松
尾
芭
蕉
の
句
碑
が

あ
り
ま
す
。芭
蕉
は
正
保
元
年（
１

６
４
４
）に
伊
賀
上
野
に
出
生
し
、

19
歳
の
頃
か
ら
藤
堂
家
に
出
仕
、

藤
堂
良
忠
（
俳
号
蝉
吟
）
に
近
侍

し
ま
し
た
。
良
忠
は
25
歳
と
い
う

若
さ
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
芭
蕉
は
、
貞
享
5
年
（
１
６

８
８
）
に
亡
き
旧
主
良
忠
と
父
母

の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
吉
野
を
経

て
高
野
山
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

奥
之
院
の
碑
面
に
は
「
は
せ
を

翁　

父
母
の
し
き
り
に
こ
ひ
し
雉

子
の
声
」
と
池
大
雅
の
見
事
な
揮

毫
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
裏
面
に

も
文
字
が
あ
り
、
安
永
4
年
（
１

７
７
５
）
に
建
立
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
江
戸
時
代
の
俳
人

の
大
島
蓼
太
（
お
お
し
ま
り
ょ
う

た
）
が
こ
の
碑
を
「
雉
子
塚
」
と

銘
々
し
、「
ほ
ろ
ほ
ろ
と
、
啼
く

は
山
田
の
雉
子
の
声
、
父
に
や
あ

ら
む
母
に
や
あ
ら
む
」
と
い
う
奈

良
時
代
の
僧
良
弁
の
歌
を
紹
介

し
、
父
母
を
恋
し
く
、
な
つ
か
し

く
思
う
七
つ
の
文
字
「
こ
ひ
し
雉

子
の
声
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま

す
。

父
母
の
…
句
碑
は
和
歌
山
県
に

1
（
奥
之
院
）、
全
国
に
28
、
合

計
29
あ
り
、
建
立
さ
れ
た
芭
蕉
の

句
碑
数
の
う
ち
上
位
20
に
入
る
有

名
な
句
で
す
。

（
教
育
委
員
会　

飯
野
尚
子
）

8
月
13
日
　

　
　
ろ
う
そ
く
祭
り

8
月
20
日
　

　
お
逮
夜
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク

　
　
高
野
山
学

芭ば

蕉し
ょ
う

塚づ
か

（
奥
之
院
）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
民
の
皆
様
か
ら
の
俳

句
・
川
柳
な
ど
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
掲
載
希
望
の
方
は
企
画

公
室
企
画
広
報
係（
☎
56
︱
２
９
３
２
）ま
で
！

螢
火
や
遠
い
昔
に
思
い
は
せ
　
　
　
　
　

中
垣
内
富
貴
代

一
握
り
な
れ
ど
新
茶
の
香
は
三
里
　
　
　

　
堂
本
　
洋
子

蓮
浮
葉
心
安
ら
ぐ
聖
地
な
り
　
　
　
　
　

辻
本
　
葉
子

厄
払
う
茅
の
輪
く
ぐ
り
し
比
売
神
社
　
　

上
岡
　
敏
夫

ビ
ヤ
ガ
ー
デ
ン
一
寸
寄
っ
て
帰
ろ
う
か
　

森
口
　
妙
子

11

8月の主な行事

今
月
の
俳
句
（
富
貴
俳
句
会
）

芭蕉塚（表面）

芭蕉塚（裏面）



夏
真
っ
盛
り
の
8
月
と
も
な
る
と
、
寒
冷

な
山
上
の
高
野
山
と
い
え
ど
も
、
強
い
日
差

し
と
立
ち
こ
め
る
熱
気
で
全
身
か
ら
汗
が
噴

き
出
し
、
暑
さ
に
う
だ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
期
に
、
高
野
山
の
中
心
に
あ
る
壇

上
伽
藍
の
金
堂
で
は
不ふ

断だ
ん

経ぎ
ょ
う

と
呼
ば
れ
る
法

会
が
1
週
間
に
渡
っ
て
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

襲か
さ
ね、

精せ
い

好ご
う

を
纏
っ
た
30
人
余
の
僧
侶
が
、
ひ

ん
や
り
と
し
た
金
堂
内
で
朗
々
と
理
趣
三
昧

の
声
明
を
お
唱
え
し
行
道
す
る
姿
は
、
荘
厳

で
あ
り
、
迫
力
満
点
で
す
。
高
野
山
の
夏
の

行
事
と
し
て
毎
年
8
月
7
日
か
ら
13
日
ま
で

行
わ
れ
る
こ
の
不
断
経
の
歴
史
は
古
く
、
平

安
末
期
に
ま
で
遡
り
ま
す
。

寬
治
8
（
１
０
９
４
）
年
、
安あ
ん

居ご

（
僧
侶

が
一
カ
所
に
と
ど
ま
り
勉
強
す
る
期
間
）
の

終
わ
り
、
滅
罪
生
善
の
た
め
に
、
定
深
山さ
ん

籠ろ
う

の
発
願
に
よ
っ
て
明
算
大
徳
が
7
日
間
昼
夜

不
断
で
理
趣
三
昧
を
執
り
行
っ
た
の
が
不
断

経
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。当
時
は「
中

曲
三
昧
二
百
十
座
、
供
養
法
四
百
二
十
座
、

理
趣
経
大
衆
凡
千
三
百
通
計
四
萬
五
千
五
百

讀
む
（
紀
伊
続
風
土
記
第
五
輯
）」
と
あ
る

よ
う
に
、
１
３
０
０
人
も
の
僧
侶
が
、
7
日

間
に
渡
っ
て
ま
さ
に
「
不
断
」
で
理
趣
三
昧

を
厳
修
し
て
い

た
の
で
す
。
現

在
で
は
法
会
の

内
容
も
簡
略
化

さ
れ
午
前
九
時

よ
り
三
座
続
け

て
理
趣
三
昧
を

お
勤
め
し
ま
す
が
、
法
会
の
中
に
は
綿
密
な

行
道
の
指
示
や
、
声
高
な
声
明
に
よ
る
“
渡
わ
た
し

経ぎ
ょ
う”
と
“
受う

け

取と
り

経ぎ
ょ
う”
の
や
り
と
り
な
ど
、
古

く
か
ら
の
伝
統
を
感
じ
さ
せ
る
作
法
が
多
く

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
野
山
で
得
度
を
し
た
僧
侶
が
、
真
言
教

学
を
学
ぶ
学
侶
の
仲
間
入
り
を
す
る
こ
と
を

“
交
き
ょ
う

衆し
ゅ
う”

と
い
い
ま
す
。
高
野
山
で
よ
く
見

か
け
る
黒
衣
に
白
袈
裟
と
い
う
の
は
本
来
、

こ
の
交
衆
を
受
け
た
学
侶
の
正
装
で
し
た
。

今
で
は
交
衆
を
受
け
た
若
い
僧
侶
が
不
断
経

の
頭
人
と
し
て
、
真
っ
白
な
襲
に
精
好
を

纏
っ
て
、
緊
張
し
な
が
ら
も
声
高
に
お
経
を

お
唱
え
す
る
の
で
す
。
１
０
０
０
年
も
続
く

こ
の
不
断
経
で
、
次
世
代
を
担
う
若
い
僧
侶

が
頭
人
を
つ
と
め
て
晴
れ
て
学
侶
と
な
る
、

悠
久
の
歴
史
を
紡
ぐ
こ
の
法
会
が
、
今
年
も

夏
の
盛
り
を
彩
り
ま
す
。

金
剛
峯
寺
通
信

不
断
経
に
つ
い
て
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地域づくり交流フェスタ2016
＂高野町交流ひろば＂

地域づくり交流フェスタ2016
＂高野町交流ひろば＂

地域づくり交流フェスタ2016
＂高野町交流ひろば＂

【問い合わせ】　産業観光課地域振興係　☎0736－56－9001

　広報高野5月号でお知らせしました、9月11日開催予定の地域づくり交流フェ

スタ2016＂高野町交流ひろば＂につきまして、「高野龍神スカイラインウルトラ

マラソン2016」と同時開催の予定でしたが、諸事情により、昨年と同様11月

3日（祝日）の町民文化祭最終日に開催することとなりました。

※イベントの詳細及び出店募集については、あらためて広報でお知らせいたします。

開催日の変更について
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み ん な の 広 場
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【問い合わせ】高野町消防本部　予防係　☎︎0736－56－0119

この度、高野町消防本部に「煙体験ハウス」及

び「楽々消防隊」を配備致しました。

「煙体験ハウス」とは、人体に無害の煙を充満させ、

濃煙内での避難がどれほど困難かを体験できるテ

ントです。「楽々消防隊」とは、ガスボンベを使用

して実際に火を出し、火の怖さ・熱さを実体験で

きる装置です。

一定規模以上の事業所は消防法第 8条により、防火管理者を選任し、消防計画に基づいて消火・通報・

避難訓練を実施しなければならず、火災発生時に消防隊が現場に到着するまでの間、従業員等の関係者が

実施する初期消火・通報及び避難誘導が極めて重要になって

きます。

火災という異常事態の中で、迅速かつ的確な活動をする為

には、火災時の一連の動作を定期的な訓練によって身体に覚

えさせておくことが大切です。

自衛消防訓練を実施する際には、是非とも当該機器をご活

用下さい。

ご不明な点等ございましたら、下記までお問い合わせ下さ

い。

◉高野町内から 119 番をかけると、橋本市にある橋本・伊都地域消防指令センターにつながります。
　橋本市・伊都郡内の 119 番通報を一括して受信するので、通報の際には必ず「高野町」をつけて
通報してください。
　また、指令員が尋ねることにゆっくり落ち着いて答えてください。

番地等がわから
ない場合は
近くの目標物を
言ってください。

局番なしの 119 番
をダイヤル

火事です。
（救急です。）

高野町（地区名）
○○番地です。

火事ですか？
救急ですか？

場所（住所）は
どこですか？

何が燃えていますか？逃げ遅れた方はい
ますか？（どなたがどうされましたか？）
注：�救急の場合、傷病者の意識・会話・呼吸・

歩行の状態等も伺いますのでわかる
範囲で答えてください

あなたのお名前とお使いの
電話番号を教えてください。

通報例

消防署からのお知らせ

火災・救助・救急は －慌てず、早く、
正確に－119
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ツキノワグマの出没に注意して下さい！ ツキノワグマの出没に注意して下さい！ 

1．�聴覚と臭覚が非常に鋭敏で、遠く離れた人間の足音を察知したり、人間の気配
も嗅いで識別できます。

2．�基本的に臆病な動物で、わざわざ人間を襲いに来ることはありませんが、突然
鉢合わせした場合に危険です。

3．子連れの親グマはとても危険です。子グマを見かけても近寄ってはいけません。
4．行動は鈍そうですが、人間より速く走ることもできます。
5．木の実や柿等の果実、蟻や蜂、動物等を食べますが、甘い物や魚が大好物。

クマ（ツキノワグマ）はこんな動物

1．出没情報が寄せられた箇所へはできるだけ近づかないようにして下さい。
2．�クマは夜間や早朝の薄暗い時間帯によく行動しますので、その時間帯に外出さ
れる場合は、特に注意して下さい。

3．�できるだけ単独行動は避けるとともに、自分の存在をクマに知らせるため、大
きな音がする鈴を身につけたり、ラジオを鳴らして携帯するようにして下さい。

4．�山の中でクマの足跡や糞を見つけたら、その付近をクマが行動している証拠です。
すぐに引き返して下さい。

クマに遭わないためには

1．あわてない。 
遠くにいるだけなら心配はありません
そっと立ち去りましょう。

2．騒がない。 　
大声を出さない。石や棒きれを投げない。
このような行為はクマを興奮させるだけです。

3．そっと下がる。  
距離はお互いの興奮を鎮めることになります。 
できるだけゆっくり離れてください。

4．走って逃げない。
十分離れるまでは背中を見せて逃げるのは厳禁です。 
クマは本能的に襲ってくることがあります。

もしも出会ってしまったら
1．家の周りには残飯を捨てないでください。
クマは、腐りかけた肉なども大好きです。
ゴミ箱等から出てくる悪臭はクマを呼び寄せる
ことになります。

2．ハチの巣を取り除いてください。
クマはハチミツが大好物です。
ハチの巣はクマを呼び寄せるもとになりますの
で、取り除きましょう。

3．不要な柿や栗は取り除きましょう。
クマは、柿や栗の実を狙って人里へ降りてきます。
�収穫する予定のない柿や栗の実は早めに取り除
きましょう。
�必要な柿や栗の木には、幹にトタンを巻くと、
クマが登れなくなります。

家の近くにクマを引き寄せないために

集落や人家付近でクマを目撃した場合は、下記までご連絡ください。
高野町役場　産業観光課　☎︎ 0736ー56ー3443　富貴支所　☎︎ 0736ー53ー2301
　　　　　　橋本警察署高野幹部交番 ☎︎ 0736ー56ー2436　橋本警察署富貴警察官駐在所 ☎︎ 0736ー53ー2012

クマを目撃されましたら、下記にご連絡下さい

今年5月～6月にかけて、秋田県で、ツキノワグマによるものと思われる死亡事
故が連続して発生しました。
高野町内でもツキノワグマの目撃情報が寄せられていますのでご注意下さい。

後足

▼クマの足跡▼

前足



毎
年
、
こ
の
季
節
に
な
る
と
ス
ズ

メ
バ
チ
に
よ
る
刺
傷
事
故
が
報
道
さ

れ
、
死
者
も
で
て
い
ま
す
。

ス
ズ
メ
バ
チ
に
刺
さ
れ
る
と
、
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
症
状
が

出
て
危
険
な
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

ハ
チ
刺
さ
れ
に
よ
る
死
亡
事
故
は

全
国
で
毎
年
30
～
70
件
ほ
ど
お
き
て

い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
が
原
因
で

す
。

（
対
策
）

●�

シ
ョ
ッ
ク
症
状
の
兆
候
が
見
ら
れ

た
場
合
は
躊
躇
せ
ず
急
い
で
医
療

機
関
へ
行
き
手
当
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

●�

刺
さ
れ
た
ら
す
ぐ
に
毒
を
吸
出
し
、

体
内
に
取
り
込
ま
れ
る
毒
を
で
き

る
だ
け
少
な
く
し
ま
し
ょ
う
。（
口

で
吸
わ
ず
、
指
で
つ
ね
っ
て
絞
り

出
す
）

●�

は
れ
や
痛
み
に
は
、
刺
さ
れ
た
場

所
を
ひ
ょ
う
の
う
な
ど
で
冷
や
す

の
も
効
果
的
で
す
。

●�

は
れ
や
痛
み
が
ひ
ど
い
と
き
は
、

ス
テ
ロ
イ
ド
軟
膏
を
塗
っ
た
り
、

坑
ヒ
ス
タ
ミ
ン
剤
を
服
用
し
ま
す
。

病
院
で
症
状
を
話
し
、
処
方
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
ア
ン

モ
ニ
ア
や
尿
を
塗
る
の
は
効
果
が

な
い
ば
か
り
か
有
害
で
す
。
絶
対

や
め
ま
し
ょ
う
。

●�

長
そ
で
、
長
ズ
ボ
ン
を
着
用
し
、

黒
い
も
の
に
対
し
真
っ
先
に
向

か
っ
て
来
る
の
で
明
る
い
色
の
服

装
や
帽
子
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

（�

知
ら
ず
に
巣
に
近
づ
き
襲
わ
れ
た

と
き
）

●�

逃
げ
る
際
は
手
で
は
ら
っ
た
り
す

る
と
ハ
チ
を
刺
激
し
て
危
険
で
す
。

●�

80
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
る
ま
で
、

で
き
る
だ
け
急
い
で
姿
勢
を
低
く

し
た
ま
ま
逃
げ
る
。

●�

急
い
で
逃
げ
ら
れ
な
い
場
合
は
、

背
を
向
け
ず
姿
勢
を
低
く
し
た
ま

ま
後
ず
さ
る
よ
う
に
逃
げ
る
。

（
ハ
チ
防
護
服
の
貸
出
）

●�

巣
を
駆
除
す
る
と
き
防
護
服
が
必

要
な
と
き
は
、
高
野
町
役
場
総
務

課
又
は
富
貴
支
所
に
ご
相
談
下
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

総
務
課　

☎
０
７
３
６

－

56

－

３
０
０
０

　

富
貴
支
所

☎
０
７
３
６

－

53

－

２
３
０
１
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【
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

シ
ョ
ッ
ク
症
状
】と
は
？

○�

意
識
が
も
う
ろ
う
と
し
た
り
、

呼
吸
困
難
、
血
圧
の
低
下
な
ど

が
見
ら
れ
た
ら
シ
ョ
ッ
ク
症
状

の
兆
候
で
す
。
ハ
チ
毒
に
対
す

る
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
は
人
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
共

通
す
る
の
は
、
じ
ん
ま
し
ん
、

発
汗
、
吐
き
気
、
頭
痛
、
腹
痛

な
ど
、刺
さ
れ
た
場
所
の
痛
み

や
は
れ
以
外
に
、
全
身
的
な
症

状
が
出
る
こ
と
で
す
。

8
月
・
9
月
は
ス
ズ
メ
バ
チ
に
ご
注
意
を
！

少
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０
１
６
伊
都
地

方
発
表
大
会
が
6
月
5
日（
日
）九
度
山

町
中
央
公
民
館
に
て
開
催
さ
れ
22
名
の

中
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

高
野
町
か
ら
は
高
野
山
中
学
校
3
年

中
島　

未
夢
さ
ん
【
演
題
：
将
来
の
夢
】

中
部　

恵
利
さ
ん
【
演
題
：
何
事
も
あ

き
ら
め
な
い
】
富
貴
中
学
校
3
年
上
岡

　

直
也
さ
ん
【
演
題
：
地
域
が
家
族
︱

地
域
の
仕
事
︱
】
の
3
名
が
一
生
懸
命

自
分
の
思
い
を
発
表
し
ま
し
た
。
中
島

　

未
夢
さ
ん
、
中
部　

恵
利
さ
ん
が
奨

励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

少年メッセージ2016伊都地方発表大会少年メッセージ2016伊都地方発表大会
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町長が近畿大学で講義

高野町ポンプ操法訓練

林野火災消火訓練

宗祖降誕会
「青葉祭り」

青葉まつり前夜祭6月19
日

6月15
日

6月14
日

6月9日

6月21
日

商工会青年部主催による「奉燈行列」が行われ、
弘法大師・空海が座った姿と壇上伽藍の大塔のね
ぶ た な ど、
様々なねぶ
たが山上を
ね り 歩 き、
高野の夜に
明かりを灯
しました。

近畿大学経営学部の「観光・サービス」
科目において外部講師として訪れ、町長が

「高野山のある高野町の観光とまちづくり」
と題して高野町の取り組みについて約 170
名の学生に講義しました。

　6 月 21 日高野町多
目的広場で消防団ポン
プ操法の訓練を合同で
行いました。
　 平 成 28 年 7 月 31
日（日）に和歌山市で開
催される第 26 回和歌
山県ポンプ操法大会に
向け、日々、消防団員
一同訓練に励み消防技
術を磨いています。

林野火災を想
定した消防訓練
が 平 成 28 年 6
月 19 日（日）、環
状道路沿線で行
わ れ、 消 防 長・
団長以下 130 人
が参加しました。

ハイカーのタバコの不始末により山林の枯れ草
から出火、広範囲にわたり延焼拡大しているとの
想定。この春から運用を開始している橋本・伊都
地域消防指令センター等からの指令により各隊が
出動。現場に駆け
付けた消防団員ら
は、水源から火元
まで 1㎞近い距離
をホース延長して
消火訓練にあたり
ました。

晴天に恵まれ、青葉まつりが行われました。
花御堂渡御をはじめ、稚児行列や鼓笛隊など盛

大にお大師様のご誕生をお祝いし、青葉娘による
散華を求めて参拝客や観光客が喜び賑やかに行わ
れました。
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6 月 1 日、和歌山市北消防署で「第 45 回和歌

山県消防救助技術大会」が開催され、和歌山県

下 261 名の消防職員が一堂に会し、安全、確実、

迅速を基本に、日頃の訓練において磨き抜かれ

た＂技＂を披露し、競い合いました。

高野町消防本部は地上高 7 メートルの訓練塔

の上から、2 人が空気呼吸器を着装して地上に

降下し、要救助者を検索・発見し、訓練塔の上

に引き揚げた後、救助に降りた隊員も脱出する

までの、安全確実性と所要時間が評価される「引

揚救助」の部に出場、見事なチームワークを発揮

　　し、入賞を果たしました。

今後、この経験を現場活動に活かして、町民

の安心・安全を守り、消防に寄せる期待に力強

く応えると共に、来年度はさらに上位大会への

出場権獲得を目指して訓練に励みますので、応

援よろしくお願いします。

文部科学省は長年、教科書販売にたずさわってきた事
や地域の出版文化に貢献してきたことを評価され、小堀
南岳堂の小堀裕弘さんが受賞されました。

小堀さんは高野町やかつらぎ町の一部地域の小学校 3
校、中学校 1 校、高校 1 校の計 5 校分の教科書、年間
計 2000 冊を 45 年間供給し、小堀さんは「山間の地で
小規模校も多い。利益は出ないが、これからもコツコツ
　　　と地域に貢献していきたい」と話しました。

教科書供給功労者表彰

第45回和歌山県消防救助技術大会
「引揚救助訓練」の部で入賞！

高野山天文同好会
　天文同好会が高野山森林公園天体観測所を 5 月 31
日～ 6 月 4 日まで開放し、町内外からたくさんの方々
が天体観測をしました。
　4 日間で約 120 名の方々が集まり、31 日に火星の
観測をし、また他の日には流れ星も見ることができ、
みなさん星空を見て盛り上がりました。
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1主　　催：和歌山県下水道協会
2試 験 日：平成28年11月20日（日）
3試験会場：和歌山県民文化会館（和歌山市小松原通一丁目 1 番地和歌山県庁正門前）
　　　　　　（11月5日（土）同会場にて希望者に受験講習を実施）
4申込書配布期間：8月22日（月）から9月16日（金）まで
5申込書受付期間：9月 5日（月）から9月16日（金）まで
6申込書配布・受付・問い合わせ先：高野町　生活環境課　上下水道係 ☎︎（0736）56－3760
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　      又は　和歌山県下水道協会☎︎（073）435－1093

※申込書配布は県庁下水道課、県下水道公社及び各振興局でも実施しています。

和歌山県下水道排水設備工事責任技術者
資格認定共通試験

平成28年度

《注》1．講義時間は、何れもＡＭ 9：00～ＰＭ 5：00（講義内容により、変更があります。）	
2．講習会の受付は、講習会開催の約 1ヶ月前からです。
3．受講料は当方に御持参戴くか、又は現金書留でお願いします。
4．受講料等には、テキスト代が含まれています。
5．定員になり次第、締め切ります。
6．申込者が少数の場合は、講習会を取り止めさせていただく場合があります。

講　習　の　名　称 日　　時 場　　　所 受講料等 受付開始日
建築物等の鉄骨組立て等
作業主任者 8月 2日（火）～ 8月 3日（水） 和歌山県建設会館

3F 会議室 ¥10,500   7月 4日（月）～

石綿取扱い作業従事者
特別教育 8月23日（火）  午後12時30分～ 和歌山県建設会館

3F 会議室 ¥7,300   7月25日（月）～

鋼橋架設等作業主任者 9月 6日（火）～ 9月 7日（水） 和歌山県建設会館
3F 会議室 ¥10,500   8月 8日（月）～

地山の掘削及び�
土止め支保工作業主任者�
（1・2級土木施工管理技術
検定合格者のみ）

9月13日（火）　午後1時～ 和歌山県建設会館
3F 会議室 ¥9,100 　8月15日（月）～

職長・安全衛生責任者教育�
(リスクアセスメント含む) 10月12日（水）～10月13日（木） 和歌山県建設会館

3F 会議室 ¥12,900 　9月12日（月）～

刈払機取扱作業者に
対する安全衛生教育 10月18日（火）　午前10時～ 和歌山県建設会館

3F 会議室 ¥9,100 　9月20日（火）～

コンクリート造の
工作物の解体等�
作業主任者

11月 8日（火）～11月 9日（水） 和歌山県建設会館
3F 会議室 ¥10,800 10月11日（火）～

施工管理者等のための�
足場点検実務者研修 11月17日（木）　午後1時～ 和歌山県建設会館

3F 会議室 ¥6,900 10月17日（月）～

各種講習日程表（8月～11月）平成28年度
建設業労働災害防止協会　和歌山県支部
TEL.073－436－1327　FAX.073－426－3987
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【問い合わせ】関西電気保安協会　和歌山支店　紀北営業所　☎0736－75－5690
http://www.ksdh.or.jp

8月は「電気使用安全月間」です

図書の貸し出しはお一人 5 冊まで、期間は 2 週間です。
まだ図書室利用カードをお持ちでない方は、ぜひこの機会に作られてみてはいかがでしょうか。

【問い合わせ】中央公民館　図書室　担当：白濵早苗　☎0736－56－2076

図書または DVD の購入リクエストを受付けております。図書室に入れてほしい本または
DVD がございましたらお申込みください。また図書室にある DVD の閲覧をご希望の方は
係にお申し付けください。

8月27日（土）14 : 00より、図書室でボランティアによるよみきかせを行います。
お気軽にご参加ください。

お知らせ

イベントの
お知らせ

中央公民館

人権擁護委員による相談所を下記のとおり開設いたします。
日常生活において心配事・悩み事等がありましたらお気軽にご相談にお越し下さい。
相談は、無料で秘密は厳守します。

※次回の人権特設相談所開設予定日　平成28年10月3日（月）です。

【問い合わせ】総務課　窓口係　☎0736－56－3000

記
相談開設日　平成28年8月1日（月）　　午後1時～午後3時
相 談 場 所　高野町役場　2階　小会議室

人権特設相談について

　電気は日常生活や経済活動などにとって、欠かせないエネルギーとなっています。
　しかし、電気は便利な反面、使い方を誤るとたいへん危険です。日ごろから電気の
使用安全を心がけましょう。
　関西電気保安協会をはじめ電気関係団体では経済産業省主唱のもと、8 月を「電気
使用安全月間」と定め、電気使用安全を呼びかける運動を全国一斉に行っています。
　皆さまもぜひこの機会に、ご家庭などで電気を安全に使用しているか見直してみて
ください。
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町
で
は
、
次
の
日
程
で
、
児
童
扶

養
手
当
現
況
届
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
所
得
状
況
届
を
受
け
付
け
ま
す
。

こ
の
申
請
は
、
8
月
分
以
降
の
手
当

を
受
け
ら
れ
る
か
審
査
す
る
も
の
で

す
。
手
続
き
を
し
な
い
場
合
、
以
後

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
現
況
届
・
所
得

状
況
届
は
、
7
月
末
に
郵
送
し
て
い

ま
す
。

【
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
】

○�
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出
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８
月
1
日（
月
）～
22
日

（
月
）午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

ま
で

※�

土
曜
・
日
曜
は
除
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。
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だ
し
、

8
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日（
日
）は
午
前
8
時
30
分

～
午
後
4
時
ま
で
受
付
し
ま
す
。

　
（
支
所
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。）

※�

必
要
な
も
の　

　

�

現
況
届
一
式
、
印
鑑
、
手
当
証
書
、

健
康
保
険
証
等

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届
】
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提
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10
日（
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22
日

（
月
）午
前
8
時
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分
～
午
後
5
時

ま
で

※�

土
曜
・
日
曜
は
除
く
。
た
だ
し
、

8
月
21
日（
日
）は
午
前
8
時
30
分

～
午
後
4
時
ま
で
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付
し
ま
す
。

　
（
支
所
で
の
受
付
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き
ま
せ
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必
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の
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況
届
一
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、
印
鑑
、
手
当
証
書

等
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児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
と
は

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
、
ひ
と
り

親
家
庭
や
障
が
い
児
の
た
め
の
手
当

を
設
け
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
支
給

要
件
や
所
得
制
限
が
あ
る
の
で
、
詳

し
く
は
担
当
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
児
童
扶
養
手
当
の
対
象
者
】

　

父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
っ
て
父
ま

た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
18
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
（
公
的
年

金
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
年
金
受

給
金
額
に
よ
り
対
象
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。）

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
対
象
者
】

　

身
体
障
が
い
ま
た
は
知
的
障
が

い
・
精
神
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
児

童
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者
な
ど

（
障
が
い
の
程
度
に
よ
り
対
象
と
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

福
祉
保
健
課　

福
祉
係

☎
０
７
３
６
︱
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２
９
３
３

児
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扶
養
手
当
現
況
届

・
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別
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扶
養
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得
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届

お
忘
れ
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く
！

　

日
常
生
活
に
お
い
て
特
別
の
介
護

を
必
要
と
す
る
在
宅
重
度
障
が
い
者

（
児
）
に
対
し
て
和
歌
山
県
や
国
が

支
給
す
る
手
当
の
受
給
者
の
所
得
状

況
届
（
現
況
届
）
を
受
け
付
け
ま
す
。

所
得
状
況
届
（
現
況
届
）
は
該
当
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に
郵
送
し
て
い
ま
す
。
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。
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付
は
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者
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害
児
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祉
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得
状
況
届（
現
況
届
）
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対 象 者：1歳から18歳までの方　高野町に住民登録のある方
助 成 額：接種1回につき上限1,500円（接種費用が1,500円未満の場合は実費額）　　
助成回数：1歳～12歳以下(接種回数：2回)　13歳以上～18歳(接種回数：1回)
接種期間：平成28年10月1日～平成29年1月31日
助成方法：○契約医療機関(下記参照)で接種する場合
　　　　　　　　予診票を記載し、助成金1，500円を差し引いた金額を医療機関に支払う。
　　　　　　　　　　※接種費用は医療機関によって異なります。
　　　　　　　　　　※予診票は契約医療機関に設置しています。
　　　　　○契約医療機関以外(町外)で接種する場合
　　　　　　　　医療機関で費用をお支払い後、高野町助成金の申請を行ってください。
　　　　　　　　　　※領収書(インフルエンザ予防接種として支払った額を確認できるもの)と印鑑
　　　　　　　　　　・振込口座の分かるものをお持ちください。
　　　　　　　　　　≪申請場所≫高野町役場　福祉保健課または富貴支所

　和歌山県は全国と比べ胃がんによる死亡率が高く、健康課
題のひとつになっています。胃がんの発生とピロリ菌感染は
密接に関連しています。がんによる死亡者数を減少させるた
めには、がんを早期に発見することが重要です。
　高野町では、問診と血液検査によってヘリコバクター・ピ
ロリ菌感染の有無と血清ペプシノゲン値によりどのくらい胃
がんにかかりやすい状態にあるかを判定します。

　高野町では、インフルエンザの重症化予防や集団生活でのまん延防止、子育て世帯の負担軽減ならびに
健康の保持増進を図るため『高野町こどもインフルエンザ予防接種費用助成』を本年度より行います。

【問い合わせ】　福祉保健課　健康づくり係　☎56－2933

子どもの健康づくり

大人の健康づくり

胃がんリスク検診（ABC検診）を受けましょう！

こどもインフルエンザ予防接種費用の一部助成のお知らせ

実施期間：平成28年7月1日～平成29年3月31日
費　　用：無料
受診方法：事前に希望する下記の医療機関に電話で予約してください。

受診券、保険証を持参し受診してください。
検査方法：血液検査（ペプシノゲン量、ヘリコバクター・ピロリ菌抗体）

医療機関名 住　　　所 電話番号
花谷医院 高野山 417 0736 － 56 － 3213
高野山総合診療所 高野山 631 0736 － 56 － 2911
富貴診療所 西富貴 46 0736 － 53 － 2013

契約医療機関

医療機関名 住　　　所 電話番号
花谷医院 高野山 417 0736 － 56 － 3213
高野山総合診療所 高野山 631 0736 － 56 － 2911
富貴診療所 西富貴 46 0736 － 53 － 2013

契約医療機関

 対象者

昭和50年4月2日～昭和51年4月1日生まれの方

昭和45年4月2日～昭和46年4月1日生まれの方

昭和40年4月2日～昭和41年4月1日生まれの方

※対象の方には受診券を送付しています。
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高野町地域包括支援センターよりお知らせ

地域包括支援センターは診療所横から役場内に移転しました。
【問い合わせ】地域包括支援センター（高野町役場内）　☎0736－56－2933（担当　中西・日吉田）

○介護・福祉に関する相談日を毎月第2金曜日に設けています。
8月の相談日は12日です。

誰に相談すればいいか分からない問題や、ちょっとした疑問などなんでもかまいま
せん。ご相談のある方は、直接地域包括支援センターにお越しいただくか、もしく
は電話にておたずねください。

■個別相談
キャリアコンサルタントによる「働くことに

関

する相談」、臨床心理士による「こころの相談
」

■出張相談会
毎月 1回　高野町役場

■家庭訪問相談
■各種支援プログラム
コミュニケーションプログラム、就職準備講

座、

パソコン講座、職場見学、職場体験など

■定着・ステップアップ支援
仕事の定着への継続サポート

■パソコン（IT）相談も受付中
・ IT 業界で仕事したい
・仕事でパソコンを使うことに不安がある
・�仕事に役立つパソコンのスキルを身に付
けたい

・�子どもがインターネットにハマっていて
心配
※�現役の IT 専門家が若者のパソコン（IT）のあらゆる
　悩み相談をお受けします。
※�若者の仕事する内容に限らせていただきます。

相談無料・秘密厳守・要予約 働くことに不安のある無業の若者（15～39歳）の
自立・就業をサポートします。

サポステきのかわは厚生労働省と和歌山県の共働事業です

【日時】　8月19日（金）　午後1時～4時
【場所】　高野町役場　1階　住民ホール

ご予約の方は、下記連絡先、または高野町保健福祉課までお電話下さい。
9 月以降の日程や詳しい内容についてもお気軽にお問い合わせ下さい。

毎月第三金曜日開催中！
高野町役場サポステ出張相談会

〒648－0073　橋本市市脇1－1－6　JA橋本支店ビル2Ｆ
TEL：0736－33－2900    FAX：0736－33－2910

ＨＰは『sapokino.com』で検索！

【問い合わせ】若者サポートステーション
With You きのかわ

【若　者】
　働くことに自信が持てない

�　人間関係が苦手

　就職活動が面倒

【ご家族・知人】
　働いていない子どもの将来が不安

　何を考えているのかわからない

　親としてどうしていいか分からない

「和歌山サポートステーションきのかわ」出張相談会開催！
「働きたい」を応援します‼

サポステ支援の内容

日　時：月曜日～金曜日  （祝日・年末年始・警報発令時はお休みします）
　　　　9時～14時　　※申し込みは不要です　※時間内の出入りは自由です

場　所：子育て支援センター（高野町保健福祉センター内）
持ち物：水筒、タオル、着替え
お願い：子育て支援センター内での事故やケガにつきましては保護者の方の責任でお願いします。

【問い合わせ】子育て支援センター　☎0736－56－3938

2日（火）
水遊び

10：00～11：00

9日（火）
制　作

10：00～11：00

10日（水）
園庭遊び

10：00～11：00

16日（火）
リズム体操
9：30～11：30

25日（木）
シャボン玉遊び
10：00～11：00

31日（水）
みんなの集い
10：00～11：30

8 月 の 予 定



8月の健康づくり便り

こどもの健康づくり

健
康
診
査
・
相
談

乳幼児健診の対象児 健康相談の対象児 実施日／会　場

4ヶ月児

6ヶ月児

10ヶ月児

1歳6ヶ月児

3歳6ヶ月児

H28年 4月生れ

H28年 2月生れ

H27年10月生れ

H26年12月生れ

H24年12月生れ

4ヶ月児
6ヶ月児

10ヶ月児
1歳6ヶ月児
2歳6ヶ月児
3歳6ヶ月児

H28年 5月生れ
H28年 3月生れ
H27年11月生れ
H27年 1月生れ
H26年 1月生れ
H25年 1月生れ

30日（火）
高野町保健福祉センター
○健康相談 10：00 ～ 11：00 

(4,6,10ヶ月児)
※�上記以外の対象児は、各戸日程

相談のうえ実施。 　　　
○乳幼児健診 13：30 ～ 14：00

 大人の健康づくり

健

康

相

談

会　場　名 実　施　日　時 備　　考
大滝集会所 1日（月） 10：00 ～ 10：30
高根集会所 4日（木） 10：00 ～ 10：30 理学療法士が同行します。
高野山多目的集会所 4日（木） 14：00 ～ 15：00 理学療法士が同行します。
神谷多目的集会所 5日（金） 10：00 ～ 10：30 10：30 ～生活リハビリ（500 円）
相ノ浦集会所 17日（水） 10：00 ～ 10：30
下筒香集会所 19日（金） 9：30 ～ 10：00

（旧）筒香小学校 19日（金） 10：10 ～ 10：40
杖ヶ薮龍福寺 19日（金） 13：30 ～ 14：00
湯川集会所 22日（月） 10：00 ～ 10：30
東細川集会所 23日（火） 9：30 ～ 10：00
西細川多目的集会所 23日（火） 10：10 ～ 10：40
桜茶屋 （横谷様宅） 23日（火） 12：30 ～ 13：00
西郷集会所 23日（火） 13：10 ～ 13：40
※保健師による相談と簡単な健康チェック（血圧測定、検尿等）を行います。

【問い合わせ】福祉保健課　健康づくり係（保健師）☎0736－56－2933

集団検診のご案内
検診名 対象者 受診料 実施日／会場

特定健診

40 ～ 74 歳の国保加入者
（および社会保険の被扶養者） 500 円

10月13日（木）　
高野町保健福祉センター 

（受付時間　8：30～11：00）

※�協会けんぽや共済組合等の被扶養者については、事前に加
入保険宛てに受診申込みをする必要があります。

※�国保加入者で集団検診において特定健診を受診された方に
はゴミ袋を差し上げます。

肺 / 胃 / 大腸
がん検診 40 歳以上の高野町住民 無　料

子宮がん検診 20 歳以上の高野町住民 1,000 円 10月 13日（木）
高野町保健福祉センター

（受付時間　13：30～ 15：00）乳がん検診 30 歳以上の高野町住民 2,000 円

受診をご希望の方は、郵送した案内書に附属の申込ハガキのご利用、もしくは、
高野町役場（☎0736－56－2933）までお電話をお願いします。

(15) 第25号 平成28年7月22日高　　KOYA　　野

◆人口 3,270 人（前月比－ 5）　男 1,588 人／女 1,682 人　世帯 1,737 戸（前月比－ 4）
◆出生　0 人　　◆死亡　6 人　　◆転入　14 人　　◆転出　14 人

高野町の人口
（6月末日現在）



　紫外線はシミやシワを増やし皮膚の老化だけでなく
目の老化による白内障なども起こしやすいと言われて
います。また、紫外線を多く浴びると免疫力が低下し、
感染症にかかりやすくなります。みなさんは夏に海や
山で過ごし、日焼けをした後に風邪をひいてしまった
経験はありませんか？また、日焼けのあと、顔や手な
どに湿疹が出たり単純ヘルペスができやすいのも免疫
力の低下が原因と言われています。これらの免疫力低

下（日焼け）予防にはUVカットサングラスを使い目の
保護をするとともに日傘や帽子、UVケアクリームを使
う、できるだけ日陰を歩く、木陰で休む、ポリエステ
ル素材の衣類を着るなど心がけると良いでしょう。

高野町企画公室／〒 648-0281 高野町大字高野山 636 番地
TEL：0736-56-3000（代表）　FAX：0736-56-4745

発行・編集

紫外線と免疫力  
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【問い合わせ】福祉保健課 保健師 　☎0736－56－２９３3

8 月号のメッセージ

6 月の議会は補正予算はじめとする議案等が慎重審議され通過し閉会いたしました。今
回の議会は傍聴者も多く大変良かったと思います。政策の 1 つである情報発信の多様化を
進めているなかで、町行政を身近に関心を持っていただけるということは本当に有難いこ
とで今後も進めてまいります。

さて 6 月といえば宗祖降誕会の月、私は 14、15 日の前夜祭・青葉まつりに参加させていただきました。
前夜祭は高野町商工会青年部が中心となり、ボーイスカウトや高野山青年団、高野山高校の皆様が約 2 か月
にわたり奉燈（高野ねぶた）の製作を頑張ってくださいました。その山車製作の主な舞台は高野町の青少年
センターです。そう、通称「ねぶた小屋」です。ここでは連日連夜、前夜祭の関連の若衆が集まり、何も乗っ
ていない台車にその年のテーマの奉燈を作り上げていきます。形を作っていくための針金を伸ばす作業から
始まり、イメージができれば交差する針金をタコ糸で決め、一つひとつの枠に和紙を貼り、内側から効果的
に表現できる光源を配置し、最後に色を付けていく。優しさや豪快さを表現するために墨を入れたり、溶か
したロウを使い光を貫く。本場のねぶた職人顔負けの技術がこの小屋で展開されています。この作業で創り
出される山車は毎年本当に素晴らしいものですが、それと同じように創られているものが「ねぶた小屋」に
はあるのではないかと思います。それは人と人の繋がり、そしていろんな夢ではないかと思います。ねぶた
製作・巡行を通じて人、こころ、そして夢がねぶたの針金のように交わるのではないでしょうか。地域力が
低下しているといわれている現在ですが、このようなかたちで公の施設が使われていることに嬉しく思うと
ともに、より多くの皆様にご使用いただければと思います。

15 日の青葉まつりでは、町内会有志のところで踊り子として参加させて頂きました。町内会の踊り子出
仕がなくなって 5 年が経ちますが、今後も踊りを通じてお大師様のお誕生を祝う一人でいたいと思います。
（一緒に踊りませんか !（^^）! ）

7 月は元気な子供の声、応援する声が響き渡る第 21 回全国学童軟式野球高野山大会の開幕（本年は高野
山少年野球クラブも出場し 7 月 23 日午後 2 時 30 分から高野山高校グランドで香川県善通寺市と対戦）、8
月には萬燈供養会（まんどうくようえ）「ろうそくまつり」などをはじめとする法会や行事があり、沢山の
方が来町されます。それぞれの所でお越しになられる皆様を笑顔でお迎えして頂きたく思います。高野の短
い夏が始まりました。熱中症等に注意していただき、皆様におかれましては体調を崩されませんようご自愛
くださいませ。

高野町長　平野 嘉也


